
林業経済学会２０１０年秋季大会案内

秋季大会運営委員会 委員長 遠藤日雄

林業経済学会２０１０年秋季大会を鹿児島大学で開催いたします。

学会開催期間 ２０１０年１１月１９日（金）～２２日（月）

大会受付は，鹿児島大学農学部共通棟１階正面玄関。（別紙地図参照）

大会本部は，農学Ｄ号館５階森林政策学研究室（Tel：０９９―２８５―８５７８）の予定

２０１０年１１月１９日（金） 各種会議開催

評議会・理事会 １６：００～１８：００ 農学部共通棟３階 大会議室

編集委員会 １４：００～１６：００ 農学部共通棟３階 大会議室

表彰委員会 １４：００～１６：００ 農学部Ｄ号館５階 林政研資料室

１１月２０日（土） エクスカーション（宮崎県都城 申し込み期限１０月１５日）

出発時間（農学部共通棟玄関８：１５，鹿児島中央駅前８：３０，鹿児島空港９：３０）

鹿児島市内着 １８：４０

林業経済若手交流会 １９：００～２１：００（農学部共通棟２階 ２０３教室）

１１月２１日（日） ９：００～１１：００ シンポジウム 農学部共通棟２階 ２０４教室

１１：００～１８：３０ テーマ別セッション・自由論題報告

Ａ「利用が集中する保護地域における持続可能な資源管理のあり方」 農学部共通棟２階 ２０３教室

Ｃ「最近の国産材供給体制整備から見えてくるもの」 農学部共通棟２階 ２０４教室

自由論題報告 農学部共通棟 ２０１教室および２０４教室

１９：００～２１：００ 懇親会 鹿児島市上荒田３３―４

（大学より徒歩５分，「笑食飲」 Tel：０９９―２５９―１８４８）

１１月２２日（月） ９：００～１７：００ テーマ別セッション，自由論題報告

Ｂ「私有林における新たな森林経営形態の展開可能性～活力ある森林経営の構築へ向けて～」

農学部共通棟 ２０１教室

自由論題報告 農学部共通棟 ２０３および２０１教室

１１月２３日（火） 屋久島オプションツアー（旅行社斡旋によるツアー予定）

大会参加予定の方へ

１）大会参加費は，一般会員１，０００円，学生会員５００円です。

２）発表要旨は，必要に応じて学会ホームページからダウンロードをお願いします。

３）懇親会は１１月２１日に開催いたします。なお料金は一般３，０００円，学生２，０００円を予定しています。

４）１１月２１日の昼は，大学内の食堂営業はございません。昼食弁当が必要な方は，前日昼までに大会本部，受

付までご連絡ください。

５）発表時に使用できる機材は，液晶プロジェクターです。

６）屋久島オプションツアーは，鹿児島大学生協が情報を提供いたします。ご希望の方は，個別に鹿児島大学

生協にお問い合わせください。
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○○テーマ別セッション

Ａ テーマ「利用が集中する保護地域における持続可能な資源管理のあり方」【１１月２１日（日）】

趣旨：国立公園や世界遺産などの保護地域では，年々施設整備が充実し，気軽に立ち寄ることが可能となって

います。その一方で，利用者が集中し，トイレ不足や混雑といった問題や，事故・遭難が多発する状況

が，顕在化してきました。環境・景観を維持しながら，安全かつ質の高いレク体験を提供するために必

要な管理枠組みについて議論をしたいと考えています。なお実際に保護地域に指定されていなくとも，

保護されることが望ましい地域資源（里山，里地，温泉，文化的景観など）であれば報告の対象となり

ます。

コーディネーター：愛甲哲也（北海道大学大学院農学研究院）

E-mail：tetsu@res.agr.hokudai.ac.jp，tet１１０１＠ezweb.ne.jp

事務局：（連絡先）柴崎茂光（岩手大学農学部）

Tel・Fax：０１９―６２１―６１３５ E-mail：shiba@iwate-u.ac.jp

Ｂ テーマ「私有林における新たな森林経営形態の展開可能性～活力ある森林経営の構築へ向けて～」

【１１月２２日（月）】

趣旨：小規模零細な森林所有者等による従来型の森林経営の行き詰まりを打破し，成熟期を迎えつつある日本

の森林資源を有効に活用するためには，どのような森林経営形態や意思決定支援体制などを構築すれば

良いのだろうか。本セッションでは，国内外における森林投資ファンドなど新たな資本関係による森林

経営や，林業経営をめぐる主体間の関係のあり方，専門技術者の位置づけなどに関わる動向や実態，発

展の可能性などについて議論し，わが国において活力ある森林経営をどのように構築しうるのか展望し

たい。

コーディネーター：岡裕泰・石崎涼子（森林総合研究所）

Tel：０２９―８２９―８３２３，Fax：０２９―８７３―３７９９

E-mail：oka@ffpri.affrc.go.jp（岡），ryokoi@ffpri.affrc.go.jp（石崎）

Ｃ テーマ 「最近の国産材供給体制整備から見えてくるもの」【１１月２１日（日）】

趣旨：本大会では新生産システムをテーマに掲げるシンポジウムが開催され，九州の事例を中心に３題の報告

が行われます。しかし，新生産システムは１１地域で取り組まれ，その他の地域でも大規模加工施設を核

とした供給体制整備など同様の取り組みが行われています。本セッションでは，近年のこうした取り組

みに関してより多様な事例を取り上げ，各地域の林業・木材産業はどこへ向かおうとしているのか，外

材を代替しうる競争力を持った体制整備はどこまで進みうるのか，また今後の我々の研究課題は，につ

いて議論を深めることを目的とします。

コーディネーター：藤掛一郎（宮崎大学農学部）

Tel：０９８５―５８―７１８９，E-mail：fujikake@cc.miyazaki-u.ac.jp

○○シンポジウム【１１月２１日（日）】

「人工林資源成熟下における林業生産の再構築―新生産システムの取り組みと到達点―」

１．林業政策における新生産システム事業の特徴と課題（鹿児島大学 枚田邦宏）

２．新生産システムによる国産材供給体制構築を検証する（宮崎大学 藤掛一郎・大地俊介，森林総合研究所九

州支所 山田茂樹）

座長：野田英志（森林総合研究所）

２０１０年秋季大会に関するお問い合わせ・申込先

〒８９０―００６５ 鹿児島県鹿児島市郡元１―２１―２４ 鹿児島大学農学部森林政策学研究室

Tel・Fax：０９９―２８５―８５７８ E-mail：khirata@agri.kagoshima-u.ac.jp 枚田邦宏まで
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大会会場図（鹿児島大学農学部）

住所：鹿児島市郡元１―２１―２４ Tel：０９９―２８５―８５７８（大会本部：枚田研究室）

交通：鹿児島中央駅から徒歩１５分

市営バス（１１番：鴨池港行）鹿大正門前下車

各種委員会・報告会場：農学部共通棟（鹿大正門正面）

大会本部：農学部Ｄ棟５階 森林政策学研究室

懇親会会場：笑食飲（鹿児島市上荒田町３２―４ Tel：０９９―２５９―１８４８）
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２０１０年林業経済学会秋季大会 エクスカーションのご案内

１．趣旨

今回のエクスカーションは南九州の木材生産・流通拠点である宮崎県都城市で行います。

２．開催日時

２０１０年１１月２０日（土）

スケジュール

８：１５ 鹿児島大学農学部玄関前 出発

８：２５ 集合�：鹿児島中央駅（出発８：３０）

９：２０ 集合�：鹿児島空港（出発９：３０）

１０：４０ 見学�：持永木材（出発１１：４０）

１２：００ 昼 食

１３：００ 新生産システムに関する意見交換会：都城市総合文化ホール（出発１４：３０）

１４：５０ 見学�：宮崎県森連都城林産物流通センター（出発１５：２０）

１５：４０ 見学�：外山木材（出発１６：４０）

１８：４０ 鹿児島市内 解散

＊ 集合場所の詳細等が決まりましたら学会ホームページ等でお知らせいたします。

３．参加費

一般３，０００円，学生２，５００円（昼食代含む，当日徴収のみ）

また，参加希望者の多い場合は，先着５０名程度で締め切らせていただくこともありますので，その旨ご了承く

ださい。

〔問い合わせ先〕

E-mail：ohchi@cc.miyazaki-u.ac.jp Fax：０９８５―５８―５１１０

〒８８９―２１９２ 宮崎県宮崎市学園木花台西１―１ 宮崎大学農学部（大地俊介宛）

Journal of Forest Economics Vol.56 No.3 (2010)

− 43 −



林業経済研究 Vol.56 No.3 (2010)

− 44 −



Journal of Forest Economics Vol.56 No.3 (2010)

− 45 −



林業経済研究 Vol.56 No.3 (2010)

− 46 −


	ya8190g
	ya8190q

